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用户体验优点
◆  减少繁琐的样品制备工作，提高分析工作效率。
◆  多层进样分析的自动进样器的推荐设置是预设的，任何人都可以轻松设置进样条件。
◆  通过使用自动进样器进行自动进样，可以零差错地添加内标物。

■  前言
内标法是 GC的定量方法之一，可以校正仪器的灵敏度波动

和进样量误差，因此得到广泛使用。但是，需要对所有样品精确
添加内标物（IS），与标准曲线法（外标法）相比，样品制备的
工作量增加。

本文中使用自动进样器 AOC-30i的 SamplerNavigator功能中
的多层进样功能，分析常用的醇、酮、酯、醚和芳烃类，确认了
标准曲线的线性和面积比重复性。

■  Sampler Navigator 功能
AOC-30i的多层进样功能是注射器按照 IS → 分析样品的顺

序吸入后，同时注入进样口（图 1）。选择 Sampler Navigator功
能的多层进样时，可一键设置 IS自动进样的推荐条件。 ■多层进样分析条件

使用 Nexis GC-2030 + AOC-30i，按照表 2的条件分析了各
种混合样品。混合样品放置在图 2的 L1中，IS溶液放置在 L3中。

■  混合样品的制备
本实验中混合样品的成分及 IS如表 1所示。使用各自溶剂稀

释，制备 20 ppm、200 ppm、1000 ppm、2000 ppm的混合样品。
另外，Mixture 1及 2的 IS溶液使用各自溶剂进行稀释，制

备为 1000 ppm。Mixture 3使用 1000 ppm的标准溶液。

表 1 混合样品的成分、IS及溶剂

混合物 1
（醇类）

混合物 2
(酮、酯、醚类 )

混合物 3
（芳烃类）

分析样品

甲醇 THF 苯

2-丙醇 乙酸乙酯 甲苯

乙醇 MiBK 邻二甲苯

正丙醇 MBK 乙苯

异丁醇 - 四氢萘

IS 2-丁醇 MEK p-BFB

溶剂 丙酮 丙酮 甲醇

p-BFB:  p-溴氟苯 -氟苯混合物标液 
(各 1 mg/ml 甲醇溶液 )

表 2 分析条件

型号 : Nexis GC-2030 / AOC-30i

进样器模式 : Sampler Navigator ‒ 多层进样
（IS 5%, 分析样品 0.5 μL）*

注射器 : AOC用 10μL注射器（P/N 221-34618）

进样量 : 0.5 μL(IS) +0.5 μL（混合样品）

进样口温度 : 200℃

进样模式 : 分流

分流比 : 1:30（混合物 1, 3）1:50（混合物 2）

载气 : He

载气控制模式 : 恒线速度（35 cm/sec）
色谱柱 : SH-Stabilwax（P/N 227-36252-02）

（60 m × 0.32 mm I.D., 1.0 μm）
柱温程序
混合物 1 : 70℃ (5 min) - 5℃ /min - 80℃

- 15℃ /min - 140℃ (5 min)
混合物 2 : 60℃ (5 min) - 10℃ /min - 80℃

- 40℃ /min - 140℃ (5 min)

混合物 3 : 90℃ - 20℃ /min - 200℃ (5 min)

检测器 : 氢火焰离子化检测仪（FID）

检测器温度 : 250℃

检测器气体 : H2  32 mL/min，空气 200 mL/min

尾吹气 : N2  24 mL/min

    *IS的进样量可选择注射器容量的 5%、10%。
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全窒素・全リン測定 
 
 

TNPC-4110 Plus による排水中の 
全窒素・全リン測定 

 

閉鎖性海域の富栄養化の改善を図るため、当該海域へ排出
される有機汚濁物質の総量を基準値以下に削減する目的で、
1979 年から水質総量規制が施行されています。第 5 次水質
総量規制から対象項目に全窒素と全リンが追加指定され、対
象事業所の多くは、自動計測器を用いてこれらを測定してい
ます。第 5 次水質総量規制以来使用されてきたオンライン全
窒素・全リン計 TNPC-4110 シリーズはさらにその性能・機
能を向上させ、TNPC-4110 Plus シリーズとしてモデルチェ
ンジされました。 

全窒素の測定には、これまで同様に高い酸化分解力と干渉
に強い検出力を持つ「熱分解・ケミルミ方式」を採用し、夾
雑物や海水が混入する試料でも干渉影響をほぼ受けること
なく測定することができます。さらに本シリーズでは試薬と
測定シーケンスを改良し、全リンの測定においても夾雑物の
影響をできる限り低減し、高精度で測定することができるよ
うになりました。 

本稿では TNPC-4110 Plus で海水やミネラルを含む試料を
測定した例を紹介します。 

M. Tanaka 
 
 

 
 

 

 全窒素（TN）分析方法 
TNPC-4110Plus の全窒素（TN）測定は、熱分解・ケミルミ

方式を採用しています。この方式は、紫外吸光光度法では干
渉成分となる臭素イオンや金属イオンの影響を受けずに測
定できます。したがって、試料に海水が混入していても、共
存物質の影響を受けることなく測定することができます。 

海水を 2 倍に希釈した溶液に窒素化合物を 0.5 mgN/L（窒
素濃度が 0.5 mg/L）になるように添加したものを試料として、
総和法（手分析）、紫外吸光光度法（手分析）、熱分解・ケ
ミルミ法で測定しました。 

 
表 1 TNPC-4110 Plus 全窒素測定条件 

分析計 : 全窒素・全リン計 TNPC-4110 Plus 
測定項目 : 全窒素（TN） 
測定方法 : 熱分解 - 化学発光法（ケミルミ法） 
校正 : 0-2 mgN/L 硝酸カリウム水溶液による 2 点校正 

（フルスケール(FS)：2 mgN/L） 
試料 : 2 倍に希釈した自然海水に、0.5 mgN/L になるよう

に硝酸カリウムを添加した液 
 

 全窒素（TN）分析結果 
各分析法で測定した結果を表 2 に示します。総和法による

測定値を基準として、紫外吸光光度法および TNPC-4110 Plus
の測定値との差を分析計のフルスケール比として算出した
ものを表の右欄に示しています。紫外吸光光度法では大きな
値になり、海水に含まれる成分による干渉影響が出ているこ
とがわかります。一方、TNPC-4110 Plus では総和法とほぼ同
等の測定値になり、海水成分の影響を受けることなく測定で
きていることがわかります。 

 
表 2 全窒素 測定結果 

分析法 測定原理 測定結果 
（mgN/L） 

総和法との差 
（FS 比） 

手分析 総和法 0.59 ー 
手分析 紫外吸光光度法 0.84 +12.5％ 

TNPC-4110 Plus 熱分解・ケミルミ法 0.54 -2.5％ 

 
 
 

マイクロフォーカスX線CTによるペットボトル
の観察事例

はじめに
ペットボトルは1967年にデュポン社によって基礎技術が

確立され、1974年に米国で炭酸飲料容器として使用され始
めてから現在まで、清涼飲料や調味料、酒類の容器として
広く利用されています。ペットボトルには「軽く割れにく
い」「何度でも開けたり締めたりすることが可能」「様々
な形状に加工できる」「リサイクル性が高く環境に優し
い」など、様々な特⻑があります。

ペットボトルは開封した後も液体が入った状態で持ち運
びされることが多いため、液体が内部から漏れないように
する必要があります。そのため、ペットボトルが設計通り
に製造されて、キャップがきちんと締まる構造となってい
るかを確かめることは重要です。

そこで、ペットボトルの締まり具合を観察するツールと
して有用なのが、マイクロフォーカスX線CTシステムです。
X線CTシステムは対象物を破壊することなく内部の三次元
構造を可視化できるため、ペットボトルのキャップ部分を
観察する場合にも、対象を破壊することなく内部の状態を
調べることができます。

本稿では、マイクロフォーカスX線CTシステム inspeXio
SMX-225CT FPD HR Plus (図1) を用いて、ペットボトルの
キャップを観察した事例を紹介します。

ペットボトルの観察
図2に今回撮影したペットボトルの外観画像を示します。

大きさはφ60 mm×H210 mmで、開封して内部を空にした
状態です。

 外外側側かからら見見ええなないいペペッットトボボトトルル キキャャッッププ部部分分のの締締ままりり具具合合やや内内部部のの異異物物をを非非破破壊壊でで簡簡単単にに観観察察ででききまますす。。
 キキャャッッププとと容容器器のの隙隙間間をを三三次次元元表表示示画画像像でで可可視視化化ししてて、、隙隙間間のの大大ききささをを算算出出ででききまますす。。

橋本 継之助

ユユーーザザーーベベネネフフィィッットト

マイクロフォーカスX線CTシステム inspeXioTM SMXTM-225CT FPD HR Plus

図1 マイクロフォーカスX線CTシステム
inspeXioTM SMXTM-225CT FPD HR Plus

図2    ペットボトル 外観画像

図3はペットボトル全体をCT撮影して得られた三次元表
示画像と断面画像を示しています。三次元表示画像と断面
画像は、密度の高い箇所ほど白く、密度の低い箇所ほど⿊
く表示されています。

図3 ペットボトル全体 三次元表示画像（左） 断面画像（右）
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图 1 IS及分析样品的吸入和进样流程

图 2 AOC-30i的转盘

ユーザーベネフィット

オートインジェクタを用いた内部標準試料の
自動注入による分析業務の効率化

煩雑な試料調製作業を低減し、分析業務を効率化できます。
共注入分析におけるオートインジェクタの推奨設定がプリセットされており、誰でも簡単に注入条件を設定できます。
オートインジェクタを用いた自動注入により、ミスなく内部標準試料を添加できます。

辻畑 仁美、東 結衣

GC Nexis™ GC-2030

はじめに
GCの定量法の一つに内部標準法があり、装置の感度変動

や注入量の誤差を補正できるため、広く使用されています。
一方で、全ての試料に 内部標準試料（IS）を正確に添加す
る必要があり、絶対検量線法（外部標準法）と比較すると
前処理作業が増えてしまいます。

本 報 で は 、 オ ー ト イ ン ジ ェ ク タ AOC-30 の Sampler
Navigator機能にある共注入を用いて、一般的に使用される
アルコール類、ケトン・エステル・エーテル類、芳香族類
を分析し、検量線の直線性と面積比再現性を確認しました。

混合試料の調製
本実験の混合試料の組成およびISを表1に示します。各溶

媒で希釈して20 ppm、200 ppm、1000 ppm、2000 ppmの
混合試料を調製しました。

また、Mixture 1および2のIS溶液は各溶媒で希釈して
1000 ppmに調製しました。Mixture 3は、1000 ppmの標準
溶液を使用しました。

図 1 ISおよび分析試料の吸引と注入の流れ

共注入分析の条件
各混合試料をNexis GC-2030 + AOC-30iを用いて、表2の

条件で分析を行いました。混合試料は図2のL1に、IS溶液は
L3にセットしました。

表 1 混合試料の組成、ISおよび溶媒

Sampler Navigator機能
AOC-30の共注入では、シリンジがIS → 分析試料の順に吸

引後、試料気化室に同時に注入します（図1）。Sampler
Navigator機能の共注入を選択すると、ワンクリックで IS自
動注入の推奨条件を設定することができます。

洗浄バイアル 分析試料
L1

廃液バイアル

IS バイアル L3

内部標準試料（IS）

1.0

0.5

10 µLシリンジ

分析試料

1.0

0.5

試料気化室

1.0

0.5

試料導入

図 2 AOC-30のターレット

Mixture 1
(Alcohol)

Mixture 2
(Ketone, ester, 

ether)
Mixture 3
(Aroma)

分析試料

Methanol THF Benzene

2-Propanol Ethyl acetate Toluene

Ethanol MiBK o-Xylene

n-Propanol MBK Ethyl benzene
i-Butanol ー Tetralin

IS 2-Butanol MEK p-BFB

溶媒 Acetone Acetone Methanol

p-BFB: p-Bromofluorobenzene-Fluorobenzene Mixture Standard Solution
(each 1mg/ml Methanol Solution)

表 2 分析条件

Model : Nexis GC-2030 / AOC-30i
Injection Mode : Sampler Navigator ‒ 共注入

（IS 5 %, 分析試料 0.5 µL）＊

Syringe : AOC用10 µLシリンジ（P/N 221-34618）
Injection Volume : 0.5 µL(IS) +0.5 µL（混合試料）
Injection Temp. : 200 ℃
Injection Mode : スプリット
Split Ratio : 1:30（Mixture 1, 3）1:50（Mixture 2）
Carrier Gas : He
Carrier Gas Control : 線速度（35 cm/sec）
Column : SH-Stabilwax（P/N 227-36252-02）

（60 m × 0.32 mm I.D., 1.0 µm）
Column Temp.
Mixture1 : 70 ℃(5 min) - 5 ℃/min - 80 ℃ 

- 15 ℃/min - 140 ℃(5 min)
Mixture2 : 60 ℃(5 min) - 10 ℃/min - 80 ℃ 

- 40 ℃/min - 140 ℃(5 min) 
Mixture3 : 90 ℃  - 20 ℃/min - 200 ℃(5 min)

Detector : 水素炎イオン化検出器（FID）
Detector Temp. : 250 ℃
Detector Gas : H2 32 mL/min, Air 200 mL/min
Makeup Gas : N2 24 mL/min

＊ IS の注入量はシリンジ容量の5 %、10 %から選択可能です。
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10μL注射器

内标物（IS） 分析样品 样品导入

进样口
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オートインジェクタを用いた内部標準試料の
自動注入による分析業務の効率化

煩雑な試料調製作業を低減し、分析業務を効率化できます。
共注入分析におけるオートインジェクタの推奨設定がプリセットされており、誰でも簡単に注入条件を設定できます。
オートインジェクタを用いた自動注入により、ミスなく内部標準試料を添加できます。
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を分析し、検量線の直線性と面積比再現性を確認しました。

混合試料の調製
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溶液を使用しました。

図 1 ISおよび分析試料の吸引と注入の流れ

共注入分析の条件
各混合試料をNexis GC-2030 + AOC-30iを用いて、表2の
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- 40 ℃/min - 140 ℃(5 min) 
Mixture3 : 90 ℃  - 20 ℃/min - 200 ℃(5 min)

Detector : 水素炎イオン化検出器（FID）
Detector Temp. : 250 ℃
Detector Gas : H2 32 mL/min, Air 200 mL/min
Makeup Gas : N2 24 mL/min

＊ IS の注入量はシリンジ容量の5 %、10 %から選択可能です。
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■   总结
使用AOC-30i的 Sampler Navigator功能中的多层进样功能，

通过内标法分析了醇、酮、酯、醚和芳烃类。在所有的化合物中，
标准曲线的线性和面积比重复性均取得了良好的结果，证明这是
实现内标法预处理自动化的有效功能。

其中，多层进样的内标样品的进样量可以选择注射器尺寸的
5%、10%。请用于进样时的 IS浓度制备。

■  结果
各混合样品的色谱图如图 3、4、5所示。此外，200 ppm时

的面积比重复性和标准曲线的 R2值如表 3、4、5所示。
表 3、4、5的结果证明，本次测定的所有化合物校准曲线 R2

均>0.9995，线性良好。另外，面积比重复性也取得了良好的结果。

图 3 混合物 1的色谱图

图 4 混合物 2的色谱图

图 5 混合物 3的色谱图
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結果が得られており、内部標準法の前処理を自動化する有
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イズの5 %、10 %から選択可能です。注入時のISの濃度調製
にご利用ください。

結果
各混合試料のクロマトグラムを図3、4、5に示します。
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表 3 Mixture 1における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 Methanol 2.724 1.07 0.9998

2 2-Propanol 6.213 0.77 0.9998

3 Ethanol 6.428 0.74 0.9998

4 2-Butanol 8.420 - -

5 n-Propanol 8.759 0.93 0.9998

6 i-Butanol 9.839 0.99 0.9998

表 4 Mixture 2における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 THF 6.125 0.49 0.9997

2 Ethyl acetate 6.467 0.32 0.9998

3 MEK 6.857 - -

4 MiBK 8.710 0.53 0.9997

5 MBK 9.902 0.33 0.9997

表 5 Mixture 3における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 Benzene 5.328 0.67 0.9996

2 Toluene 6.769 0.63 0.9997

3 o-Xylene 8.063 0.58 0.9997

4 Ethyl benzene 8.760 0.60 0.9997

5 p-BFB 10.951 - -

6 Tetralin 13.280 0.40 0.9996

Nexisは、株式会社島津製作所の日本およびその他の国における商標です。
Stabilwaxは、Restek Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

01-00005-JP 
分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691

本文中に記載されている会社名および製品名は、各社の商標および登録商標です。
本文中では「TM」、「 」を明記していない場合があります。

本資料は発行時の情報に基づいて作成されており、予告なく改訂することがあります。

改訂版は会員制サイト Solutions Navigator で閲覧できます。
https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm
閲覧には、会員制情報サービス Shim-Solutions Club にご登録ください。
https://solutions.shimadzu.co.jp/

Application 
News

© Shimadzu Corporation, 2021

初版発行：2021 年 2 月

図 3 Mixture 1のクロマトグラム

まとめ‒考察‒
AOC-30のSampler Navigator機能によるIS自動注入を用い

て、アルコール類、ケトン・エステル・エーテル類、芳香
族類を内部標準法により分析検討しました。全ての化合物
において、検量線の直線性と面積比再現性の両方で良好な
結果が得られており、内部標準法の前処理を自動化する有
効な機能であることが確認できました。

なお、共注入する内部標準試料の注入量は、シリンジサ
イズの5 %、10 %から選択可能です。注入時のISの濃度調製
にご利用ください。

結果
各混合試料のクロマトグラムを図3、4、5に示します。

さらに200 ppmにおける面積比再現性と検量線のR2値を表3、
4、5に示します。

表3、4、5の結果から、今回測定した全ての化合物におい
てR2>0.9995であり良好な直線性が確認されました。また、
面積比再現性に関しても良好な結果が得られました。

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11

22 33

55

66

44  ((IISS))

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11

22

44
55

33  ((IISS))

図 4 Mixture 2のクロマトグラム

5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11
22 33

44

55  ((IISS))

66

図 5 Mixture 3のクロマトグラム

表 3 Mixture 1における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 Methanol 2.724 1.07 0.9998

2 2-Propanol 6.213 0.77 0.9998

3 Ethanol 6.428 0.74 0.9998

4 2-Butanol 8.420 - -

5 n-Propanol 8.759 0.93 0.9998

6 i-Butanol 9.839 0.99 0.9998

表 4 Mixture 2における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 THF 6.125 0.49 0.9997

2 Ethyl acetate 6.467 0.32 0.9998

3 MEK 6.857 - -

4 MiBK 8.710 0.53 0.9997

5 MBK 9.902 0.33 0.9997

表 5 Mixture 3における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 Benzene 5.328 0.67 0.9996

2 Toluene 6.769 0.63 0.9997

3 o-Xylene 8.063 0.58 0.9997

4 Ethyl benzene 8.760 0.60 0.9997

5 p-BFB 10.951 - -

6 Tetralin 13.280 0.40 0.9996

Nexisは、株式会社島津製作所の日本およびその他の国における商標です。
Stabilwaxは、Restek Corporationの米国およびその他の国における商標または登録商標です。

01-00005-JP 
分析計測事業部
グローバルアプリケーション開発センター

島津コールセンター 0120-131691

本文中に記載されている会社名および製品名は、各社の商標および登録商標です。
本文中では「TM」、「 」を明記していない場合があります。

本資料は発行時の情報に基づいて作成されており、予告なく改訂することがあります。

改訂版は会員制サイト Solutions Navigator で閲覧できます。
https://solutions.shimadzu.co.jp/solnavi/solnavi.htm
閲覧には、会員制情報サービス Shim-Solutions Club にご登録ください。
https://solutions.shimadzu.co.jp/

Application 
News

© Shimadzu Corporation, 2021

初版発行：2021 年 2 月

図 3 Mixture 1のクロマトグラム

まとめ‒考察‒
AOC-30のSampler Navigator機能によるIS自動注入を用い

て、アルコール類、ケトン・エステル・エーテル類、芳香
族類を内部標準法により分析検討しました。全ての化合物
において、検量線の直線性と面積比再現性の両方で良好な
結果が得られており、内部標準法の前処理を自動化する有
効な機能であることが確認できました。

なお、共注入する内部標準試料の注入量は、シリンジサ
イズの5 %、10 %から選択可能です。注入時のISの濃度調製
にご利用ください。

結果
各混合試料のクロマトグラムを図3、4、5に示します。

さらに200 ppmにおける面積比再現性と検量線のR2値を表3、
4、5に示します。

表3、4、5の結果から、今回測定した全ての化合物におい
てR2>0.9995であり良好な直線性が確認されました。また、
面積比再現性に関しても良好な結果が得られました。

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11

22 33

55

66

44  ((IISS))

6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11

22

44
55

33  ((IISS))

図 4 Mixture 2のクロマトグラム

5.0 6.0 7.0 8.0 9.0 10.0 11.0 12.0 13.0 min

2000 ppm
1000 ppm
200 ppm
20 ppm

11
22 33

44

55  ((IISS))

66

図 5 Mixture 3のクロマトグラム

表 3 Mixture 1における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 Methanol 2.724 1.07 0.9998

2 2-Propanol 6.213 0.77 0.9998

3 Ethanol 6.428 0.74 0.9998

4 2-Butanol 8.420 - -

5 n-Propanol 8.759 0.93 0.9998

6 i-Butanol 9.839 0.99 0.9998

表 4 Mixture 2における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)

R2

1 THF 6.125 0.49 0.9997

2 Ethyl acetate 6.467 0.32 0.9998

3 MEK 6.857 - -

4 MiBK 8.710 0.53 0.9997

5 MBK 9.902 0.33 0.9997

表 5 Mixture 3における
各化合物の保持時間、面積比再現性および R2値（200 ppm, n=6）

No. 分析試料 保持時間
(min)

面積比
再現性
(RSD%)
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1 Benzene 5.328 0.67 0.9996
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表 3 混合物 1中
各种化合物的保留时间、面积比重复性及 R2值（200 ppm, n=6）

序号 分析样品 保留时间 (min) 面积比重复性 R2

1 甲醇 2.724 1.07 0.9998

2 2-丙醇 6.213 0.77 0.9998

3 乙醇 6.428 0.74 0.9998

4 2-丁醇 8.420 - -

5 正丙醇 8.759 0.93 0.9998

6 异丁醇 9.839 0.99 0.9998

表 4 混合物 2中
各种化合物的保留时间、面积比重复性及 R2值（200 ppm, n=6）

序号 分析样品 保留时间 (min) 面积比重复性 R2

1 THF 6.125 0.49 0.9997

2 乙酸乙酯 6.467 0.32 0.9998

3 MEK 6.857 - -

4 MiBK 8.710 0.53 0.9997

5 MBK 9.902 0.33 0.9997

表 5 混合物 3中
各种化合物的保留时间、面积比重复性及 R2值（200 ppm, n=6）

序号 分析样品 保留时间 (min) 面积比重复性 R2

1 苯 5.328 0.67 0.9996

2 甲苯 6.769 0.63 0.9997

3 邻二甲苯 8.063 0.58 0.9997

4 乙苯 8.760 0.60 0.9997

5 p-BFB 10.951 - -

6 四氢萘 13.280 0.40 0.9996


